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ソリュ ー ション 一 覧

一
そ一

ダイヤフラムバルブ14型

全開または全閉の操作またはバルブコントロール操

作を人力で行うバルブ

一

硬質ポリ塩化ピニル管

各種樹脂(PVC· HI-PVC ・ 超純PVC· C-PVC • 

PP)製のパイプ＆継手とその関連製品

一

AVTDM時間差式ミキサ

AVPV3ピンチ弁

一

ボールバルブ21・21α型エア式AP型

全開または全閉の操作またはバルブコントロール操

作を自動で行うバルブ

一

半導体· FPDプロセスのニ ーズに対応する樹脂製

バルプ

流れ方向の混合ムラを低減するミキサおよび高吸引

型エジェクタ製品
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エヽンジニアリングサ ー ビス

一

AVFCS2スラリー 用流呈コントロ ー ラ ー

半導体•FPDプロセスのニ ーズに対応する高精度

流墨制御機器

エンジニアリングサ ー ビス I 
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タンク設計製作、 配管設計施工、 配管プレハプ品製作、 各

種樹脂加工品製作、 構造解析、 配管応力解析、SV派遣、

配管劣化診断などの各種サー ビス

お客様の声

鴨川シ ー ワ ールド様

生き物たちの命を守る

信頼性の高いバルブ

50年前のバルブを現役で使うことができている

鴨川シー ワ ールドがオープンしたのは1970年10月。 2020 年で開園

50周年を迎えましたが、 旭有機材とはずっと取引があります。 特に

「ASAHI AV バルプ」は絶対的に信頼し、使い続けている製品の1つ。

主にダイヤフラム バルブ、 ボールバルブ、 バタフライバルブの3種類

を使っています。 旭有機材は1950~60 年代に世界に先駆けて樹脂

製のバルブを開発しました。 それまで水道管のバルブは金属製だっ

たため、 海水などで腐食が早く、 頻繁に交換する必要がありました。

配管のメンテナンスには膨大なコスト・時間·労力がかかります。

それが、 海水や薬品に強い樹脂製バルブの登場により一気に解決で

きたのです。 鴨川シー ワ ールドがオープンに至ったのも、 樹脂製バ

ルプの存在が大きいと聞いています。

水族館では、 魚類や海獣類が住むプールや水槽の水は、 基本的に

循環・ろ過して使っています。 もし水質汚染が発生したり、 水温や

水素イオン濃度（pH)が適正値から外れてしまうと、 極端な話、 生

き物は死んでしまいます。 私たちが旭有機材の製品をずっと使い続

けているのも、 ここで暮らす貴重な800種の生き物たちを守るため

なのです。

当館で最大のシャチのプールの水量は約4800m。 このプールには、

8基の圧力式急速ろ過装置と循環ポンプなど複数の設備が接続され

ています。 急速ろ過装置とポンプには1 基あたり毎分4 ボの処理能

力があるので、8 基で毎分3 2ボもの水を入れ替えることができます。

それだけ大量の水（海水）を入れ替えるから こそ、 重要なのは私た

ちが意図したとおり、 各配管のバルブがしっかり開いて、 しっかり閉

まること 。 それができていないと、 直ちに水質悪化に つながります。

この働きを長期間にわたって確実に成し遂げる製品はなかなかあり

ません 。 水質を清浄に保ち、 お客様に色鮮やかな魚をきれいに見て

もらえるのも旭有機材のバルプがしっかり仕事をしてくれている証な

のです。

鴨川シー ワ ールドには、 オープン当初から50年使い続けている旭有

機材のバルブも残っています。 連結部の金属製ボルトとナットはさび

ついていますが、 バルブの本体そのものは故障することなく機能し続

けているのです。 循環・ろ過のシステムは、 万ーに備えていくつか

並列で動かしています。 バルブの破損などで1つのシステムが稼働

できなくても、 ほかのシステムでカ バーできるわけです。 しかし、 ど

うしても循環・ろ過のパフォ ー マンスは低下してしまう 。 壊れないと

いうことは、 システムを止められない水族館には非常に重要なことな

のです。
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自動車や住宅・建築、液晶・

半導体などの分野に

樹脂製品を提供

耐熱性や難燃性、摩耗特性などに優れるフェノー

ル樹脂の重合・合成技術をコアテクノロジーとし

て、 自動車や住宅・建築、 液晶・半導体などの

分野で必要となる樹脂製品を製造、 販売してい

ます。 特に、自動車産業のディスクプレー キなど

を製作する鋳造プロセスにおいては、 必要不可

欠となる鋳物用樹脂とレジンコ ー テッドサンドの

両方を製造する強みを活かし、 国内最大メ ー カ ー

として多様な要望に細やかに対応いたします。

03 

樹脂の可能性を追求し

お客様のご要望にお応えする

旭有機材の樹脂製品は、 これまでもフェノ ール

樹脂の長所を活かしつつ、 お客様の課題に応じ

て独自の特徴を加えることで産業の先端分野に

利用されてきました。 旭有機材は、 鋳造 用、 エ

業用、 電子材料、 発泡材料、 成形材料として樹

脂製品を展開してきましたが、 樹脂にはまださま

ざまなところで利用できる可能性が秘められて

います。 今後もフェノ ール樹脂の可能性を追求

する中で数々の製品を生み出し、 ものづくり現

場でお客様のご要望にお応えしていきます。
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02 

身近な暮らし ・産業を陰で

支える旭有機材の樹脂事業

成形材料の製造販売からスタートした旭有機材

の樹脂事業。 目立たない存在ですが、 皆さまに

とって身近なものに我々の樹脂が利用されてい

ます。 自動車ではブレー キパッドやタイヤの素材

として、 住宅では難燃性を向上させた断熱材用

途のポリウレタンフォー ムとして、 さらに半導体

や液 晶 パネルなどの製造過程で使用される

フォトレジスト（感光性樹脂）としてなど、 幅広

い分野で旭有機材の樹脂が活躍しています。

04 

環境に配慮した時代の

ニーズに合った製品を開発

地球温暖化対策など、 昨今は環境に対する企

業の責任が求められる時代です。旭有機材では、

発泡材料分野で2016年に新断熱システム「ゼロ

フロン ® ER-X」の販売を開始しました。 ゼロフロ

ン® ER-Xは、高い断熱効果を有しながら、地球

温暖化係数を低く抑えることに成功した画期的

な発泡材で、 グリ ーン購入法適合製品でもあり

ます。 高い技術力をベ ースにお客様のご要望は

もとより、 時代や社会のニ ーズにも即した製品

の開発を通して企業の社会的責任を果たしてま

いります。
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水処理・資源開発事業
Water Treatment & Natural 

Resources Development 

01 

水処理と資源開発の総合的

ソリュ ー ションを提供

旭有機材グル ー プの 一 員として水処理·水資源

開発事業の中心を担うドリコ株式会社は、 70年

以上にわたり高度な掘削技術や地下探査技術、

膨大なデ ー タを培っ てきました。 私たちは、 こ

れらの強みを活かして商業ビルや施設内の排水

を循環させる中水再利用や上下水道施設などを

手掛ける水処理、 さく井 ・ 地熱や温泉などの地

下資源開発、 水処理の過程に必要な環境薬剤

開発に加えて、 そのメンテナンスまで、 多彩な

事業に取り組んでいます。 “価値ある水づくり
”

を追求し、 水をとおして社会に貢献します。

03 

経済性と環境配慮を

両立させたご提案が可能

商業ビルなどで出る排水を再利用する中水道シ

ステムは、 水資源の有効活用はもちろん水道代

の削減にもつながります。また、工場では、排水

を再利用したり 、 公共用水域に流したりできる

ように浄化。産業用水として用途に最適な水質

を提供できる施設も、 ご用意いたします。 こう

した水処理に加えて、 独自開発した微生物配合

の水処理改善薬剤や消臭剤などを取り扱う環境

薬剤、 高度な掘削技術を駆使する地下資源開

発の3事業で、 水や資源に関してさまざまな角

度からお客様のニ ーズにお応えしつつ、 経済性

と環境配慮を両立させたご提案を行っています。
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02 

水の専門メ ー カ ーとして

社会のさまざまな場面で活躍

水処理に関する高度なノウハウを持つドリコの施

設は、 羽田空港ター ミナルビルや東京ミッドタウ

ンの中水再利用、 硝子や食品など各業種の工場

の排水処理などにご利用いただいています。 ま

た、 全国各地の公共 上下水道施設でも、 幅広い

利用実績があります。 一方、 資源開発では、 伊

香保温泉（群馬県）、 フェニックス ・ シ ー ガイア ・

リゾート（宮崎県） をはじめ、 全国300本を超え

る温泉を掘削。 その本数と掘削総延長350km

以上は、 共に日本一を誇ります。 さらに、再生可

能エネルギーとして期待される地熱発電に必要な

調査井や生産井、 還元井の掘削といった多様な

さく井技術も、 高くご評価いただいています。

04 

常に安心•安全に各種設備

を使える体制を整備

私たちの仕事は、 お客様に設備を提供するだけ

では終わりません。 設計・施工を手掛けた中水

プラントや浄化槽、産業排水施設、 温泉施設と

いった各種設備の維持管理サ ービスや緊急対応

サ ービス体制を整え、 お客様に常に安心•安全

に使い続け ていただけるように努めています。

水をはじめとする自然から得た資源を、 浄化し

てまた自然に返す。 そのためにドリコは、 最先

端の技術と豊富な経験を活かして、 お客様とと

もに環境に優しい循環型社会の実現を目指して

まいります。
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水処理・資源開発事業 Water Treatment & Natural 

Resources Development 

2013 年 9 月に旭有機材グル ー プの 一 員となったドリコ株式会社を主体とする水処理 ・ 資源開発事業は、「価値ある水づく

り」を追求し、水をとおして社会に貢献してまいりました。地下資源開発のパイオニアとして日本有数の温泉開発を手掛け

た実績をはじめ、クリ ー ンエネルギ ー として脚光を浴びる地熱開発などの資源開発にも積極的に取り組みながら、環境に

優しい循環型社会の形成を目指しています。
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一
工場などでの産業用水や排水の処理をは

じめ、水に関するトー タルエンジニアリング

を提供しています。

地熱によって熱せられた水蒸気でタ ー ビン

を回して発電する地熱発電。天候に左右さ

い安定した再生可能エネルギ ー として

されています。
疇廿三Z二
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一
温泉源調査から掘削、給湯設備の設計施

工、排水処理、維持管理までト ー タルに温

泉開発を手掛けています。
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一
上水道施設や下水道処理施設の設計・施工

で、快適な暮らしづくりに貢献しています。

一
ビルや商業施設で、一度使った水を再利用

する中水道システムで、ドリコはトップシェ

アを有しています。
ドリコ株式会社 https://www.drico.co.j p/ 
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沿革 H istory

1945年 3月

11月

1950年 11月

1952年 4月

1954年 6 月

1963年 7月

1964年 5 月

10月

1968年 4月

1974年 2 月

3月

1991年 10月

10月

1992年 1 月

1996年 3月

1998年 11月

1999年 11月

2000年 2 月

2001年 6 月

2004年 3月

2005年 12月

2006年 12月

2008年 10月

2011年 3月

2012年 8 月

11月

2013年 5 月

7月

9月

2014年 4月

8 月

10月

2016年 2 月

4月

12月

2017年 10月

2018年 4月

4月

2019年 7月

11月

2021年 12月
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資本金200万円をもって日窒化学工業株式会社（現在の旭化成株式会社）の子会社として航空機用強化木の製造を目的とする 日窒 航材工業株式会社を設立

社名を旭ベニア工業株式会社と改め、 フェノ ール樹脂成形材料 、 合成樹脂成型品、 並びに合板の製造販売へ事業転換

社名を旭有機材工業株式会社に変更

延岡工場にてASAHI AVバルブの製造・販売を開始

延岡工場にてシェルモ ード用レジンの製造・販売を開始

レジンゴー テッドサンド製造のため、下関工場（山口県下関市）を建設

合成樹脂成型品、レジンゴー テッドサンド製造のため利根工場（茨城県古河市）を建設

レジンゴー テッドサンド製造のため、常磐工場（福島県いわき市）を建設

シェルモ ード用レジン、レジンゴー テッドサンド製造のため、愛知工場（愛知県扶桑町）を建設

株式を東京証券取引所市場第1部に上場

塩化ビニルパイプの製造のため、北方工場（宮崎県北方町（現・延岡市））を建設し、1日北方プラスチック加工有限会社（北方プラスチック株式会社）に製造を委託

総合研究所（宮崎県延岡市）を建設

レジンゴー テッドサンド製造のため、広島工場（広島県庄原市）を建設

下関工場（山口県下関市）を閉鎖

レジンコ ー テッドサンド製造のため、栃木工場（栃木県大田原市）を建設、 これに伴い、 同年、 利根工場（茨城県古河市）および常磐工場（福島県いわき市）を閉鎖

塩化ピニルパイプ製造設備を、栃木工場（栃木県大田原市）に建設

アサヒ／アメリカ，INC．の全株式を取得（現・連結子会社）

配管材料エンジニアリング部門強化のため、 天下（あもり）工場（宮崎県延岡市）を建設

延岡本社と東京本社の2本社制とし、 かつ管材 システム事業部、樹脂事業部の2事業部制を採用

樹脂事業部門の 研究·開発のため総合研究所（愛知県扶桑町）を建設

旭有机材商貿（上海）有限公司を設立（現・連結子会社）

旭有机材樹脂（南通）有限公司を設立（現・連結子会社）

旭有机材閥門設備（上海）有限公司を設立（現・連結子会社）

北方工場（宮崎県延岡市）を閉鎖し、北方プラスチック株式会社を解散

愛知工場 鋳造用フェノ ール樹脂製造工場を更新建設

ASAHI MODI MATERIALS PRIVATE LIMITED Pvt., Ltd．を設立（現・連結子会社）

旭有机材樹脂（南通）有限公司が電子材料用フェノ ール樹脂工場を新設

旭有机材樹脂（南通）有限公司が鋳造用レジン工場を増設

ドリコ株式会社の全株式を取得（現・連結子会社）

水処理・資源開発事業統括本部を新設し、 3事業部制とする

ASAHI KOREA CO., LTDを設立（現・連結子会社）

ASAHI AV Europe GmbHを設立（現・連結子会社）

ASAHI ASIA PACIFIC PTE. LTD．を設立（現・連結子会社）

社名を旭有機材株式会社に変更

ASAHI YUKIZAI ME XICO S.A. de C.V．を設立（現・連結子会社）

大和興産株式会社の株式を追加取得（現・連結子会社）

旭エ ー・ブイ産業株式会社の株式を追加取得

子会社である旭有機材商事株式会社と旭エ ー・ブイ産業株式会社が合併し、社名をアピトップ株式会社に変更（現・連結子会社）

株式会社ランドウィックの全株式を取得（現・連結子会社）

旭環美水処理（蘇州）有限公司が事業を開始（現・連結子会社）

東京証券取引所プライム市場を選択

旭有機材グル ー プ国内・海外事業拠点 Locations 

管材システム事業部

札幌営業所

東京営業所

名古屋営業所

大阪営業所

福岡嘗業所

AVグロ ーバル
推進部

樹脂事業部

素形材営業部
東日本営業グル ープ

素形材営業部
中日本営業グル ープ

素形材賞業部
西日本営業グル ープ

海外事業推進部
電子材料部

発泡材料営業部
断熱材営業グル ープ・

市場開発グル ープ

本社

東京

延岡

工場

延岡製造所

天下テクノセンタ ー

愛知工場

栃木工場

〒060-0807
北海道札幌市北区北7条西4丁目17番地1 KDX札幌北ロビル8階
TEL: 011-746-7710 FAX: 011-746-7714 

〒110-0005
東京都台東区上野3丁目24番6号上野フロンティアタワ

ー 21階

TEL : 03-5826-8829 FAX: 03-3834-7592 

〒460-0003
愛知県名古屋市中区錦1丁目4-16 KDX 名古屋日銀前ビル4F
TEL : 052-222-8533 FAX: 052-222-8233 

〒541-0048
大阪府大阪市中央区瓦町4丁目5番9号井門瓦町ビル7F
TEL : 06-4707-1080 FAX: 06-4707-1088 

〒812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南1-8-13 博多駅南R ビル8F
TEL : 092-413-8700 FAX: 092-413-8722 

〒110-0005
東京都台東区上野3丁目24番6号上野フロンティアタワ ー 21階
TEL : 03-5826-8831 FAX: 03-3834-7592 

〒324-0037
栃木県大田原市上石上字東山1840番地
TEL : 0287-29-1881 FAX : 0287-29-2828 

〒480-0105
愛知県丹羽郡扶桑町大字南山名字新津26番地4
TEL : 0587-92-9111 FAX: 0587-92-9110 

〒727-0004
広島県庄原市新庄町字王子5088番61号
TEL : 0824-72-8011 FAX : 0824-72-8003 

〒110-0005
東京都台東区上野3丁目24番6号上野フロンティアタワ ー 21階
TEL : 03-5826-8834 FAX : 03-3834-7592 

〒110-0005
東京都台東区上野3丁目24番6号上野フロンティアタワ ー 21階
TEL : 03-5826-8833 FAX : 03-3834-7592 

〒110-0005
東京都台東区上野3丁目24番6号上野フロンティアタワ ー 21階
TEL : 03-5826-8820 FAX: 03-3834-7590 

〒882-8688
宮崎県延岡市中の瀬町2丁目5955番地
TEL : 0982-35-0880 FAX: 0982-35-9350 

〒882-8688
宮崎県延岡市中の瀬町2丁目5955番地
TEL : 0982-35-0880 FAX: 0982-35-9350 

〒882-0071
宮崎県延岡市天下町1176番地1
TEL : 0982-23-5800 FAX: 0982-23-5810 

〒480-0105
愛知県丹羽郡扶桑町大字南山名字新津26番地4
TEL : 0587-93-1030 FAX : 0587-93-8850 

〒324-0037
栃木県大田原市上石上字東山1840番地
(RCS) TEL : 0287-29-1881 FAX: 0287-29-1711 
（パイプ） TEL: 0287-29-1879 FAX: 0287-29-1729 

広島工場 〒727-0004
広島県庄原市新庄町王子5088番61
TEL : 0824-72-8011 FAX : 0824-72-8003 

海外拠点

ドバイ事務所 ASAHI YUKIZAI CORPORATION Middle East Branch 
6WB344 Dubai Airport Free Zone, Dubai, UAE P.O.Box No. 371674 
TEL : +971-50-377-2970 

水処理・資源開発事業

ドリコ株式会社

国内グル ー プ会社

アビトップ株式会社

大和興産株式会社

〒103-0027
東京都中央区日本橋2-13-10 日本橋サンライズビルディング3F
TEL:03-6262-1421 FAX:03-6262-1431 

東京都台東区上野6丁目16番20号松村ビル4階
TEL : 03-6284-2591 

岡山県岡山市中区平井7丁目19番18号
TEL : 086-277-5111 

株式会社ランドウィック 大阪府東大阪市水走2丁目11番16号
TEL : 072-966-1332 

海外グル ー プ会社

ASAHI/AMERICA,INC 655 Andover street, Lawrence, MA 01843 USA 
TEL : +l-781-321-5409 FAX : +l-978-685-3010 

旭有机材商貿（上海） Asahi Organic Chemicals Trading(shanghai) Co., Ltd. 
有限公司 2007-2008, 2299 YAN AN ROAD WEST, SHANGHAI 200336, CHINA 

TEL : +86-21-6278-7862 FAX : +86-21-6278-7892 

旭有機材閥門設備（上海） ASAHI AV VALVE (SHANGHAl)CO.,LTD. 
有限公司 No.18, Shanghai Malu Fengdeng Industry City, 615 Fengdeng Road, 

Malu Town, Jiading District, Shanghai 201818, PRC 
TEL: +86-21-6139-2600 FAX: +86-21-6139-2606 

旭有机材樹脂（南通） Asahi Organic Chemicals (Nantong) Co., Ltd. 
有限公司 No.21 Tong Wang Road, Nantong ETDZ, J iangsu, China 226017 

TEL : +86-513-8359-2400 FAX: +86-513-8359-3400 

ASAHI MODI MATERIALS Plot No.913, Jhagadia GIDC, Dist. Bharuch, 
PRIVATE LIMITED Gujarat-393110 India 

TEL : +91-79-4008-1200/0l/02 

ASAHI KOREA CO.,LTD #805-D Digitalempi『e office, 16, Deogyeong-daero 1556beon-gil, 
Yeongtong-dong, Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, Korea 
TEL : +82-31-203-2050 FAX: +82-31-203-2880 

ASAHI AV Europe GmbH Westendstrasse 16-22, D-60325 Frankfurt am Main, Germany 
TEL: +49-69-7137303-0 FAX: +49-69-7137303-25 

ASAHI ASIA 
PACIFIC P TE. LTD. 

209 Woodlands Avenue 9 #05-57/58 Singapore 738959 
TEL : +65-6755-8033 FAX: +65-6754-7033 

ASAHI YUKIZAI Calle Carretera Panamericana Sur KM 114 + 354, 
MEXICO S.A. de C.V. lnterior 7 Colonia Parque Industrial FINSA en la ciudad 

de Aguascalientes, Ags. CP 20393 
TEL : +52-449-129-3252 

ASAHI AFRICA ASAHI AFRICA (PTY) LTD (Trading as CELTECH PIPE SYSTEMS) 
(PTY) LTD Unit 34 Airborne Park, Taljaard Road, Bartlett, Boksburg, 

1459 RSA 
TEL : +27-11-397-4353 
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